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◎学校応援団組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～清新第二小学校応援団～ 
 

「江戸川区学校応援団」は「子どもたちのために役立ちたい」という思いをもっている保護者や地域の

方々が、学校の希望することを応援するしくみです。 

地域・保護者・家庭が連携し、学校を取り囲む地域全体で子どもを見守り、育てていこうとする活動が

「学校応援団」です。 

 

清新第二小学校 
地域コーディネーター 学校の担当窓口(副校長) 

すくすくｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 

・すくすくスクールサポート 

 （手作り教室） 

・スポーツ専門学校学生の来校 

（スポーツ教室） 

保護者・PTA・PTAOB 

 

・おはなしポケット 

・図書館整備 

・夜間学校 

・きりんタイム 

・マラソン大会 

・運動会・学校公開 

・校外学習の安全見守り 

・旗振り当番（登校時） 

地域・町会 

 

・見守り隊活動 

・校外学習の安全見守り 

・授業協力 

・海苔プロジェクト 

・地域の声 



 

◎今年度の活動内容 

応援団の種類 応援団の名称 活動内容 

安全・安心 

 

 

旗振り 

朝の交通見守り 

安全教室 

校外学習の引率 

マラソン大会 

○登校時の安全を見守る。 

○通学路で登校の安全を見守る。 

○自転車教室等でのお手伝い。 

○校外学習をするときの安全支援。 

○マラソン大会での安全確保。 

学習活動 きりんタイム支援 

海苔プロジェクト（海苔

すき） 

夜間学校支援 

環境学習支援 

調理実習支援 

生活科学習支援 

○小テストの答え合わせ、丸つけ等の支援をする。 

○地域学習での体験活動を支援する。 

○夜間学校での体験活動を支援する。 

○安全を見守り環境学習の支援をする。 

○安全を見守り技術指導の支援をする。 

○安全を見守り生活科学習の支援をする。 

読書活動 おはなしポケット（読み

聞かせ） 

図書室整備 

○学級に入って本の読み聞かせをする。 

○本の修理や本の整頓を行う。 

 

◆学校長より 

本区の学区域は、ほとんどが集合住宅で占められている。かつてはマンモス校と言われる

ほどの大規模校であったが、３０年の歴史を刻む中で尐子高齢化が進み、現在では小規模校

になっている。そんな中、保護者や地域の人々からは、子供たち一人一人の顔が分かり、温

かく見守っていただいている。 

学校応援団としては、やはりＰＴＡ・保護者の力が絶大である。尐数精鋭で子供たちのた

めにがんばってくれている。すごいのは、ＰＴＡ・保護者のＯＢの方々が、今でも学校を応

援してくれていることである。また、お父さんたちの応援が増えてきていることも嬉しいこ

とである。地域においては、自治会長さんや民生児童委員さん達が、いつもいつも温かな目

で見守って下さっている。 

応援団の方々は、規模は小さくても、家族的で温かな雰囲気の学校をつくって下さってい

る。 

◆代表（応援団長）より 

 本校では、小規模校を活かした学校応援を実施している。保護者は子どもたちの一人一人

をよく理解し、また地域と学校も互いに理解し合っている。これは朝の旗振りや交通安全の

見守りなどから日常的に子どもたちに接しているからである。また学校内でも「きりんタイ

ム」や「おはなしポケット」などにより、校外では見られない子どもの様子を見ることもで

きる。これは子どもたちの良さの発見にもつながっている。さらに本校では、運動会や夜間

学校などでは、日頃の活動になかなか参加できないお父さんの応援をいただいている。小さ

い学校ではあるが、できる人ができる時に学校を応援するというスタイルも定着していると

いえよう。今後も今までの活動を継続していく予定である。 

ただし、児童数の減尐により応援団の数に限りがあることも現実である。今後、ＯＢとの

連携を密にして、学校を応援していく予定である。 


